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（４）  第 1 号 骨髄バンク・つなぐ会報 　

つなぐを今より、もっと。

令和２年当会ドナー登録数

月 登録会回数 登録数

1 9 73

2 7 50

3 * 0

4 * 9

5 * 0 0

6 4 45

7 9 75

8 8 93

9 7 73

10 9 99

11 * 0 0

12 * 0 0

合計 54 517

＊印の月は新型コロナ緊急事態宣言発令

に従い、登録会を中止しました。

〇郵便振替口座

０２２９０－６－１４４３３９

骨髄バンク・つなぐ

〇七十七銀行幸町支店

普通 ５０１７３０９

骨髄バンク・つなぐ 代表理事 阿部洋一

募金箱を置かせていただいております。

ご協力いただける方のご連絡をお待ちして

おります。（HPからお入りください）

ご支援お願いいたします

ごあいさつ

1

0

名誉顧問：吉永 馨

日本の臓器移植は余り進んでいませんが、骨髄移植はかなり進んでいます。臓器移植は人

の死を前提とするからでしょうか。社会は持ちつ持たれつで維持されるのです。献血や骨

髄提供はその医療版と言えるでしょう。

白血病などで死の運命にある人が、骨髄移植で健康を取り戻しています。人の命は地球

よりも重いと言われています。毎年 1000 人以上が骨髄移植の恩恵を受けています。ドナー

登録者のお陰です。また、ドナー登録を推進する人たちの影の力のお陰です。

登録者はその輝かしい成果を直接味わうことはありません。縁の下の力持ちのような、

貴重な存在です。

これからも登録事業を拡大強化して参りましょう。

助け合いの社会
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多くの方々のご協力により支えられています

献血ルームアエル２０にて、登録説明

献血バスの前で、ドナー登録について説明

黄色いレシートを

つなぐの Boxに入れてねー

啓発活動にも力を

入れてきました

東京エレクトロンホール宮城で

骨髄ドナー登録の説明

ロビーでドナー

登録の呼びかけ

二日食堂で、ドナー登録

フェスティバル

学生さんの思いが

ドナー登録に繋がっています

ドナー登録活動を頑張っています

ベガルタ仙台ホー

ムで、ドナー登録

しようぜ！

光のページェント

ハッスルハッスル！
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